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日本で初めて国際ウッドフェアが長野で開催されました
「
次
世
代
林
業
」実
現
に
向
け
た
ノ
ウ
ハ
ウ
習
得
の
機
会
を
創
出
す
る
専
門
展
示
会『
国
際
ウ
ッ

ド
フ
ェ
ア
２
０
１
７
』
が
五
月
二
十
四
日
～
二
十
六
日
に
長
野
市
の
ビ
ッ
グ
ハ
ッ
ト
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

「
林
業
先
進
国
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
大
使
館
商
務
部
を
は
じ
め
、「
林
業
県
」
を
め
ざ
す
長
野
県

が
協
力
し
て
初
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
国
内
外
か
ら
の
林
業
機
械
や
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
関
係

の
最
新
の
製
品
・
技
術
か
ら
、
大
学
な
ど
の
取
り
組
み
ま
で
展
示
さ
れ
、
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
ド
ロ
ー

ン
、
レ
ー
ザ
ー
セ
ン
シ
ン
グ
を
利
活
用
す
る
次
世
代
林
業
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
併
催
行
事
と
し
て
、
林
業
関
係
者
の
知
識
習
得
、
ス
キ
ル
底
上
げ
の
た
め
の
、
各
種

セ
ミ
ナ
ー
も
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
た
い
へ
ん
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

当
組
合
で
は
、
革
新
的
技
術
開
発
・
緊
急
展
開
事
業
『
レ
ー
ザ
ー
セ
ン
シ
ン
グ
情
報
を
使
用

し
た
持
続
的
な
ス
マ
ー
ト
精
密
林
業
技
術
の
開
発
』
を
共
同
で
行
っ
て
い
る
、
信
州
大
学
と
ア

ジ
ア
航
測
㈱
、
そ
し
て
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
コ
マ
ツ
と
㈱
ジ
ツ
タ
で
、「
北
信
州
Ｉ
Ｃ
Ｔ
林
業

開
発
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
と
し
て
出
展
し
ま
し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
森
林
管
理
、
林
業
経
営
へ

の
活
用
や
、
航
空
レ
ー
ザ
ー
計
測
デ
ー
タ
の
活
用
、
生
産
情
報
管
理
の
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
な
ど
の

展
示
を
行
い
ま
し
た
。
た
い
へ
ん
多
く
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

北
信
州
Ｉ
Ｃ
Ｔ
林
業
開
発
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で
出
展

国
際
ウ
ッ
ド
フ
ェ
ア
で
長
野
県
セ
ミ
ナ
ー
の
一
環
と
し
て
『
森
林
フ
ォ
ー

ラ
ム
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
森
林
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
昨
年
十
二
月
に
当
組
合
に
取
材
に
来
ら
れ

た
、
日
本
の
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
の
第
一
人
者
、
椎
野
潤
先
生
に
よ
る
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
演
題
は
「
林
業
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
考
え
る
」 

川
上
と
川
下
を
つ
な
ぐ
情
報
連
携
で
す
。
ま
た
、
今
年

の
森
林
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
長
野
県
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
創
立

五
十
周
年
、
長
野
県
林
業
士
会
創
立
四
十
周
年
の
記
念
講
演
と
し
て
開
催

さ
れ
、
募
集
定
員
百
五
十
人
を
大
き
く
上
回
る
、
二
百
人
以
上
の
参
加
が

あ
り
、
た
い
へ
ん
盛
況
な
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
講
演
の
中
で
、
椎
野
先
生
か
ら
当
組
合
の
取
組
み
に
つ
い
て
紹
介

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
椎
野
先
生
の
講
演
の
詳
細
は
、
先
生
の
ブ
ロ
グ
で

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
の
『
国
際
ウ
ッ

ド
フ
ェ
ア
に
て
、「
森
林
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
開
催
』
を
ク
リ
ッ
ク
す
れ
ば
、
ブ

ロ
グ
の
掲
載
ペ
ー
ジ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

森
林
フ
ォ
ー
ラ
ム
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

多くの来場者があり、たいへん賑わいました。

ビックハット内会議室で開催された森林フォーラム

当組合の取り組みが紹介されました。
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森
林
組
合
経
営
改
善
支
援
委
員
会
は
、
長
野
県
森
林
組
合
連
合
会
が
平
成

二
十
八
年
十
二
月
に
設
置
し
た
も
の
で
す
。
森
林
組
合
が
経
営
上
の
課
題
を

解
決
し
て
自
立
的
経
営
に
転
換
し
、
林
業
の
中
核
的
な
担
い
手
と
し
て
の
役

割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
専
門
的
見
地
か
ら
の
意
見
を
い
た
だ
き
、

経
営
な
ど
の
第
一
人
者
に
よ
る
経
営
診
断
及
び
改
善
指
導
を
実
施
す
る
と
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

当
組
合
で
は
、
今
年
度
の
実
施
を
要
望
し
、
六
月
十
二
日
か
ら
十
五
日
ま

で
経
営
診
断
の
た
め
の
面
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
面
談
で
は
役
員
か
ら
は
、

組
合
長
、
副
組
合
長
、
正
副
委
員
長
が
個
別
面
談
と
グ
ル
ー
プ
討
議
を
行
い
、

職
員
で
は
係
長
以
上
の
幹
部
職
員
が
個
別
面
談
、
総
務
課
、
業
務
課
職
員
は

課
別
の
グ
ル
ー
プ

討
議
、
技
能
職
員

は
班
長
に
よ
る
グ

ル
ー
プ
討
議
を
行

い
ま
し
た
。

ま
た
、
組
合
員

に
も
出
席
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
各

地
区
理
事
が
推
薦

し
た
組
合
員
八
名

に
よ
り
、
グ
ル
ー

プ
討
議
を
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

ご
出
席
い
た
だ

い
た
組
合
員
の
方
々

に
は
、
お
忙
し
い

中
出
席
い
た
だ
き
、

た
い
へ
ん
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
回
の
経
営
診
断
は
、
林
業
経
営
の
専
門
家
で
あ
る
、
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
坪

野
克
彦
氏
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
事
前
提
出
し
た
資
料
に
基
づ
き
、
役
職
員
お
よ
び

組
合
員
と
の
面
談
が
行
わ
れ
、
そ
こ
か
ら
経
営
診
断
を
行
っ
た
診
断
報
告
書
が
、
森
林

組
合
経
営
改
善
支
援
委
員
会
に
提
出
さ
れ
ま
す
。
今
回
、
そ
の
前
に
『
北
信
州
森
林
組

合
役
職
員
セ
ミ
ナ
ー 

～
経
営
診
断
の
結
果
を
踏
ま
え
て
～
』
と
題
し
て
経
営
診
断
報

告
会
が
七
月
二
十
五
日
に
本
所
会
議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
報
告
会
に
は
主

催
の
長
野
県
森
林
組
合
連
合
会
と
当
組
合
役
職
員
の
ほ
か
、
長
野
県
林
務
部
と
長
野
県

北
信
地
域
振
興
局
か
ら
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

坪
野
氏
か
ら
は
、「
森
林
組
合
の
中
で
も
、
飛
び
抜
け
て
お
り
、
業
務
体
制
、
事
業

運
営
体
制
な
ど
が
優
れ
て
い
る
。
境
界
明
確
化
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
取
り
組
み
は
、
も
っ
と
高

く
評
価
さ
れ
る
べ
き
。
長
野
県
の
先
進
モ
デ
ル
的
森
林
組
合
に
な
っ
て
欲
し
い
。
今
後

の
地
域
に
お
け
る
森
林
管
理
の
流
れ
に
沿
っ
た
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、
経

営
体
と
し
て
継
続
的
な
健
全
経
営
も
重
要
。
当
組
合
の
実
力
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
す
べ

て
克
服
で
き
る
。」
と
の
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
、
二
月
に
開
催
さ
れ
る
森
林
組
合
経
営
改
善
支
援
委
員
会
の
検
証
等
を
経
て
結

果
報
告
書
が
提
示
さ
れ
る
予
定
で
す
。

森林組合経営改善支援委員会による経営診断を実施
経営診断結果報告書（結果と課題の解決について）は来年２月頃に提示される予定です。

『
北
信
州
森
林
組
合
役
職
員
セ
ミ
ナ
ー

～
経
営
診
断
の
結
果
を
踏
ま
え
て
～
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 組合会議室で行われた役職員セミナー
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平成29年度安全大会を開催しました。
………　全役職員と協力事業体で労働安全に真剣に取り組みます　………

平
成
二
十
九
年
度
の
安
全
大
会
を
、
六
月
三
十
日
に
ア
ッ
プ
ル
シ
テ
ィ
な
か
の
で
来
賓
、

役
職
員
、
協
力
会
社
な
ど
九
十
八
名
が
参
加
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

昨
年
度
は
休
業
四
日
以
上
の
労
働
災
害
が
ゼ
ロ
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
休
業
三
日

以
下
と
は
い
え
、
不
安
全
行
動
に
よ
る
労
働
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
小
さ

な
災
害
も
含
め
た
労
働
災
害
を
撲
滅
す
る
た
め
、全
職
員
が
労
働
安
全
意
識
を
向
上
さ
せ
、

多
方
面
で
の
リ
ス
ク
低
減
の
取
組
み
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
労

働
災
害
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
役
職
員
、
そ
し
て
協
力
事
業
体
の
皆
さ
ん
が
、
安
全
で
健
康
に

生
活
で
き
る
よ
う
、
労
働
安
全
衛
生
へ
の
共
通
認
識
を
持
ち
、
労
働
災
害
ゼ
ロ
を
目
指
す

た
め
安
全
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
組
合
長
以
下
、
業
務
委
員
会
に
よ
る
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
な
ど
し
、

組
合
と
し
て
労
働
安
全
に
総
力
を
上
げ
て
取
組
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
を

行
う
中
で
、
五
月
に
休
業
四
日
以
上
の
労
働
災
害
を
発
生
さ
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
後
、
安
全
大
会
で
の
誓
い
を
忘
れ
ず
に
、
労
働
災
害
撲
滅
に
向
か
っ
て
、
全
員
一
丸

と
な
っ
て
労
働
安
全
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

今
年
の
安
全
講
話
で
は
、
交
通
安

全
に
つ
い
て
、
中
野
警
察
署
の
宮
澤

交
通
課
長
さ
ん
に
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

参
加
者
全
員
が
、
真
剣
な
面
持
ち

で
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

通
勤
や
勤
務
中
の
交
通
事
故
で
も
、

負
傷
を
す
れ
ば
労
働
災
害
に
な
り
ま

す
。
交
通
事
故
を
含
め
た
全
て
の
災

害
が
発
生
し
な
い
よ
う
、
安
全
へ
の

取
り
組
み
の
必
要
を
改
め
て
認
識
し

ま
し
た
。

今
年
度
四
日
以
上
休
業
一
件
、安
全
意
識
の
向
上
を

気
の
緩
み
が
重
大
災
害
を
発
生
さ
せ
る
。

安
全
大
会
で
は
、
協
力
事
業
体
十
三
社
の
中
か
ら
、
昨
年

度
の
労
働
安
全
活
動
に
特
に
優
秀
な
会
社
と
し
て
、
長
年
に

わ
た
り
木
材
運
搬
を
担
当
し
て
い
る
、
㈱
岩
船
陸
送
さ
ん
に

表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

直
営
班
に
つ
い
て
は
労
災
事
故
が
な
く
、
工
器
具
な
ど
の

定
期
点
検
を
工
夫
し
て
行
う
な
ど
の
点
が
優
良
で
あ
っ
た
、

造
林
の
高
山
班
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

現
場
も
事
務
方
も
真
剣
に
労
働
安
全
に
向
き
合
い
、
全
て

の
事
故
を
ゼ
ロ
に
す
る
、
安
全
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
職
場
を
目

指
す
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

ま
た
、
大
会
の
中
で
技
能
職
員
と
し
て
新
卒
採
用
し
た
、

太
田
班
の
渡
邉
君
と
、
総
務
課
会
計
係
の
原
君
の
紹
介
が
あ

り
ま
し
た
。

大
会
終
了
後
、
同
会
場
で
出
席
し
た
役
職
員
と
協
力
事
業

体
の
皆
さ
ん
と
で
懇
親
会
を
行
い
ま
し
た
。
こ
う
し
て
一
堂

に
会
す
の
は
年
に
一
回
の
こ
と
で
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
を
超
え
て
歓
談
し
、
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

安全推進優秀会社に岩船陸送
･･･直営班からは高山班が表彰される･･･

中野警察署　宮澤交通課長による講演

表彰を受ける岩船陸送さん
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救
急
救
命
講
習
を
実
施

今
年
度
も
引
き
続
き
業
務
委
員
会
で
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

六
～
十
一
月
の
月
例
で
六
回
を
計
画
し
、
八
月
ま
で
に
計
三
回

実
施
し
、
十
五
ヶ
所
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

組
合
の
業
務
内
容
は
、
草
刈
り
か
ら
特
殊
伐
採
、
素
材
生
産
と

多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
特
に
近
年
は
素
材
生
産
の
事
業
量
増
加
に

伴
い
、
伐
採
や
大
型
林
業
機
械
を
使
用
す
る
作
業
が
多
く
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
適
切
な
作
業
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
か
を
確
認

す
る
こ
と
の
重
要
性
が
増
し
て
い
ま
す
。

昨
年
ま
で
、
業
務
委
員
お
よ
び
正
副
組
合
長
を
メ
ン
バ
ー
と
し

て
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
は
、
組
合
業
務
の
把
握
も

兼
ね
て
、
総
務
委
員
の
皆
さ
ん
に
も
出
席
い
た
だ
き
、
全
て
の
理

事
が
一
度
は
参
加
す
る
、
全
員
体
制
で
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

六
月
二
日
に
山
ノ
内
町
の
よ
ま
せ
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
多
目
的
ホ
ー
ル

を
お
借
り
し
て
、
業
務
課
員
と
技
能
職
員
全
員
を
対
象
に
し
た
救
急
救
命

講
習
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
岳
南
広
域
消
防
本
部
か
ら
講
師
を
招

い
て
行
い
ま
し
た
。

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
へ
の
対
応
、
外
傷
処
置
、
骨
折
の
処
置
、
高
地
対
応
、

熱
中
症
対
策
と
対
応
、
落
雷
対
策
と
被
雷
者
へ
の
対
応
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
救
急
救
命
の
方
法
に
つ
い
て
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
事
で
す
が
、
有
事
の
際
に
正
確
な
知
識
が
な
い
と

適
正
な
処
置
・
対
応
が
で
き
ず
、
よ
り
重
症
化
さ
せ
て
し
ま
う
懸
念
も
あ

り
ま
す
。
こ
う
し
た
事
が
、
有
事
の
際
に
は
役
立
つ
は
ず
で
す
。

毎
年
開
催
し
て
い
る
事
で
す
が
、
今
年
は
長
野
県
の
防
災
ヘ
リ
が
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
よ
り
真
剣
に
講
義
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

業
務
委
員
会
に
よ
る
今
年
度
の
労
働
安
全
指
導

よませ活性化センターで行われた救急救命講習

作業道開設現場

松くい虫防除の現場

６月２０日 山ノ内町夜間瀬 搬出間伐
　　　　 野沢温泉村前坂 搬出間伐
　　　　 　　〃　　東大滝 国有林
７月２６日 中野市長峰 松くい虫防除
　　　 山ノ内町夜間瀬 搬出間伐

野沢温泉村虫生 搬出間伐
飯山市常盤 水路草刈

８月１７日 山ノ内町夜間瀬 搬出間伐
　　 山ノ内町戸狩 境界明確先行刈払
　　 山ノ内町佐野 搬出間伐
　　　 木島平村往郷 搬出間伐
　　　 木島平村往郷 境界明確林道敷刈払
　　 野沢温泉村豊郷 利用事業

野沢温泉村虫生 搬出間伐
野沢温泉村　 作業道開設

安全パトロール
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役員コンプライアンス研修会を開催しました。

七
月
十
四
日
に
本
所
会
議
室
に
お
い
て
、
役
員
の

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
会
は
、
農
林
中
央
金
庫
関
東
業
務
部

か
ら
、
部
長
代
理
の
佐
藤
秀
幸
氏
、
営
業
第
５
班
の

高
三
潴
一
成
氏
の
二
名
を
講
師
に
お
招
き
し
、
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

大
北
森
林
組
合
に
よ
る
補
助
金
不
正
受
給
な
ど
あ

り
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
重
要
性
が
増
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
当
日
は
全

役
員
が
出
席
し
て
、
講
習
を
受
け
ま
し
た
。

講
師
か
ら
は
、「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
が
求
め
ら
れ
る
時
代
背
景
、
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
に
関
す
る
具
体
的
事
例
に
基
づ
い
た
事
案
説
明
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
態
勢
の
構
築
と
役
員
の
責
任
」
に
つ
い
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
い
１
時
間

に
わ
た
っ
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

四
月
二
十
八
日
に
県
庁
特
別
会
議
室
に
お
い

て
、
長
野
県
森
林
組
合
連
合
会
の
藤
原
会
長
と

長
野
県
森
林
組
合
長
会
の
林
会
長
が
、
信
頼
回

復
に
向
け
た
行
動
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
大
北
森
林
組
合
が
補
助
金
適
正
化

法
違
反
で
有
罪
判
決
を
受
け
た
こ
と
踏
ま
え
、

県
内
の
森
林
組
合
系
統
が
一
丸
と
な
っ
て
、
社

会
的
使
命
に
立
ち
返
り
、
組
合
員
や
県
民
の
皆

様
の
信
頼
を
回
復
す
る
た
め
行
動
宣
言
を
行
っ

た
も
の
で
す
。

長
野
県
森
林
組
合
連
合
会
で
は
、
行
動
宣
言

に
係
る
公
正
な
会
計
処
理
及
び
事
業
執
行
状
況

の
確
認
、
指
導
及
び
公
表
に
つ
い
て
、
実
施
計

画
を
作
成
し
今
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
く
と
し

て
い
ま
す
。

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢

運
営
要
領
に
よ
る
研
修
会
を
実
施

森林組合系統の信頼回復に向けた
行動について宣言

長野県森林組合連合会・長野県森林組合長会

組合会議室で開催した
コンプライアンス研修会
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地
域
山
林
の
紹
介
⑨

旧
飯
山
国
際
ス
キ
ー
場
周
辺
（
飯
山
市
）

飯
山
の
中
心
市
街
地
の
す
ぐ
西
側
に
位
置
す
る
旧
飯
山

国
際
ス
キ
ー
場
。

ス
キ
ー
場
の
営
業
は
平
成
十
三
年
に
終
了
し
て
お
り
、
以

後
、
平
成
十
六
年
に
は
長
野
県
の
植
樹
祭
が
行
わ
れ
、
ゲ
レ

ン
デ
跡
地
の
森
林
化
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
５
月
に
は
山
林
所
有
者
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、
ス
キ
ー
場
周
辺
の
山
林
を
「
飯
山
国
際
団
地
」
と
エ

リ
ア
設
定
し
、
境
界
明
確
化
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

飯
山
国
際
団
地
は
周
辺
地
区
の
区
有
林
や
飯
山
財
産
管
理

委
員
会
等
の
多
く
の
共
有
林
が
あ
り
、
特
に
愛
宕
町
と
神
明

町
の
所
有
林
は
ス
キ
ー
場
の
周
辺
や
ゲ
レ
ン
デ
跡
地
の
多
く

を
占
め
て
い
ま
す
。ま
た
個
人
の
所
有
林
も
数
多
く
存
在
し
、

零
細
な
箇
所
も
あ
り
ま
す
。

境
界
立
会
で
は
、
飯
山
財
産
管
理
委
員
会
や
愛
宕
町
、
神

明
町
、
奈
良
沢
な
ど
の
役
員
様
を
は
じ
め
、
多
数
の
方
に
ご

参
加
い
た
だ
き
無
事
に
作
業
を
完
了
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
環
境
省
で
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て
い
る

オ
オ
ル
リ
シ
ジ
ミ
が
自
生
し
て
お
り
、
保
護
団
体
の
「
北

信
濃
の
里
山
を
保
全
活
用
す
る
会
」
に
よ
り
放
蝶
や
食
草

で
あ
る
ク
ラ
ラ
の
植
栽
等
の
保
護
活
動
も
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

平成１６年 植樹祭の様子

飯山国際団地　立会素図

境界立会いにて
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編集後記
北信地区の植樹祭は、今年は山ノ内町での開催で

すが、毎年、市川海老蔵さんによる植樹祭ABMORI

を開催している関係で、10月14日に森林祭として

志賀高原で開催することとなりました。

森林祭の内容等は次号で詳しく紹介いたします。

七
月
に
入
っ
て
三
週
に
わ
た
り
土
日
を
利
用
し
て
、
創
森
館
（
本
所
）
の
外
壁
木
部
の
塗
装

を
行
い
ま
し
た
。 

こ
の
建
物
も
平
成
二
十
二
年
十
二
月
に
竣
工
し
て
六
年
半
が
過
ぎ
ま
し
た
。
も
と
も
と
、
冬

期
間
の
風
雪
が
た
い
へ
ん
強
い
こ
と
か
ら
、
外
壁
の
多
く
を
ガ
ル
バ
リ
ウ
ム
鋼
板
で
覆
っ
て
あ

り
ま
す
が
、
森
林
組
合
の
建
物
で
あ
り
、
デ
ザ
イ
ン
上
か
ら
木
部
も
あ
り
ま
す
。 

そ
れ
ら
が
風
雪
や
日
照
に
よ
り
塗
装
が
劣
化
し
、
カ
ビ
も
発
生
す
る
な
ど
し
、
修
繕
が
迫
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
今
回
、
カ
ビ
を
薬
剤
に
よ
り
洗
浄
し
、
塗
料
を
以
前
よ
り
若
干
濃
い
色
に
し

て
、
再
塗
装
を
行
い
ま
し
た
。 

た
い
へ
ん
綺
麗
な
仕
上
が
り
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
建
物
は
地
域
材
展
示
施
設
と
い
う
位
置
付
け
で
、
国
県
の
補
助
金
を
使
っ
て
建
設
し
た

建
物
で
す
。
住
宅
建
築
へ
の
地
域
材
活
用
の
た
め
の
モ
デ
ル
で
も
あ
り
、
適
正
な
維
持
を
行
っ

て
い
る
も
の
で
す
。
皆
さ
ん
も
住
宅
建
築
で
地
域
材
利
用
を
お
考
え
の
時
は
、
ぜ
ひ
見
学
に
訪

れ
て
く
だ
さ
い
。

長
野
県
と
ア
ダ
プ
ト
シ
ス
テ
ム
の
協
定
を
締
結
し
て
、
国

道
の
道
路
環
境
美
化
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
夏
の
花
へ
の
植
え
替
え
を
、
六
月
十
四
日
に
行
い

ま
し
た
。
当
組
合
で
は
、
平
成
二
十
四
年
に
協
定
締
結
し
毎

年
行
っ
て
い
ま
す
。

ア
ダ
プ
ト
シ
ス
テ
ム
で
は
、
建
設
事
務
所
か
ら
花
苗
と
肥

料
な
ど
を
提
供
い
た
だ
き
、
当
組
合
が
協
定
個
所
で
の
植
え

替
え
、
草
取
り
、
水
く
れ
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行

う
も
の
で
す
。

今
後
、
十
月
下
旬
に
春
の
花
へ
の
植
え
替
え
を
行
う
予
定

で
す
。
道
路
を
通
る
皆
さ
ん
が
、
花
を
楽
し
め
る
よ
う
に
管

理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

創
森
館（
本
所
）お
色
直
し
し
ま
し
た
。

国
道
の
道
路
環
境
美
化

道
路
敷
の
花
の
植
え
替
え

今年もニチニチソウがキレイに咲きました。

着手前

完　了


